
スイートコーン種実中の糖類に関する研究
　　（第1報）スイートコーン種実中の糖類の同定
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緒 書

　万慮ら1）は青果としての収穫適期に収穫されたスイートコーンの収獲後の取扱いと品質保

持に関する研究を行い，糖類の消長は貯蔵温度に大きく左右され低温貯蔵は品質保持のため

に有効であると述べている。又松下2）は種子の成熟過程における遊離糖含量の変化について

の研究のうちの一つとしてトウモロコシについて調べているが，品種についての記載がない

がおそらくゲントコーンではないかと推測される。筆者らはスイートコーンの糖類に関する

一連の研究の中で低温貯蔵と糖含量の変化，糖類の消長と呼吸との関係，成熟過程における

糖類含量の変化，グリコーゲン含量の消長とその物理化学的性質の変化について報告する予

定である。これら一連の研究の中でスイートコーン種実中の糖類を同定することは必要と思

われる。スイートコーン種南中に含まれる遊離糖類及び多糖類について同定したのでその結

果について報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　　実　　　　　験

　1　試　　　料

　供試材料は信州大学農学部実験圃場で普通露地栽培されたゴールデンクロスバンタムで，

受粉後20日の右軸を収穫後直ちに実験に供した。

　2　試料の調製法

1）　遊離糖類

　受粉後20日の穂軸5個体を採取し，包皮を取り除いた後外観上から熟度がほぼ同一と思わ

れるもの3個体を選んだ。1穂軸についても部位（上，中，下）によっても熟度が異なるの

で3個体からそれぞれ縦に2列ずつ種実を採取しそれぞれの個体から平均的に合わせて20g

を供試した。試料20g（水分含量：約60％）に10倍のエタノールを加えて湯浴上で還流冷却管

をつけ約2時間ずつ3回抽出し，これを濾過し（2，3回抽出には80％エタノール溶液を使

用した）抽出液を合せロータリーエパボレーターで減圧濃縮し，約1／5容にした。エタノー

ルを除去した濃縮液に更に水を加え，10％中性酢酸鉛液を沈澱が生じなくなるまで滴下し，

沈澱を遠心分離（又は濾過）し，上清液に充分H2Sを通じて脱鉛した。沈澱物を除き更に
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Fig．1．　Preparation　of　Phytoglycogen　from　Sweet
　　　Corn　Kernels．　Samples　of　kernels吊t　20　days

　　　after　silking．
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Fig．2，　Paper　Partition　Chromatogram
　　　of　Sugars．

　　Paper：Toyo　filter　paper　No．50
　　Solvent　system：n－butano豆一pyri－
　　　di皿e－water（6：4：3）

　　A：Mixed　samples（fructose，　glu－
　　　cose，　sucrose，　ma至tose，　raf且110se，

　　　stachyose）

　　B：Sugars　contained　in　sweet
　　　corn　kernels

減圧濃縮し過剰の・H2Sを除き，これに水を加えて3m♂に定容したものを試料とした。

2）多糖類

　1）に述べた遊離糖抽出残渣から調製することも可能であるが，最も温和な条件で調製する

ために図1に示したフェノール抽出法3）によった。摩砕後45％フェノール抽出，エタノール

沈澱を数回くりかえし透析後，DEAE－celluloseカラムクロマトグラフィーによって精製し

た。澱粉は図1に示したフェノール層の沈澱部から常法4）によって調製した。

ご

　3　遊離糖の検索

　　PPC及びイオン交換クロマトグラフィーによって行った。

1）濾紙：東洋濾紙No．50（40×40cm）を用いた。
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2）展開溶媒：（a）n－butano1：acetic　acid：water（4：1：5）分液ロート中で充分振って放

置後上層を用いた。（b）n－butanol＝pyridlne＝water（6＝4＝3）を用いた。

3）発色試薬

　（a）　アニリン水素フタレート試薬5）

　（b）　過ヨウ素酸塩試薬6）を用いた。

4）試料のスポット及び展開方法：濾紙（40×40cn1）の下部から7cmのところに，標準糖

試料とコーンからの試料とを2．5cm間隔で交互にスポットして，溶媒中で33～38cmの線ま

で展開した。展開は室温で一次元上昇多重展開（3回）を行った。

5）遊離糖の同定1展開終了後風乾により溶媒を除き，発色試薬を噴霧し，図2に示すよう

に遊離糖のペーパークロマトグラムを得た。（a），（b）発色試薬の種類による発色，標準試

料との比較により又は文献なども参考に同定を行った。更に同定について確かな結果を得る

ために又分別定量を行うためにBinkleyら7）の方法によってイオン交換クロマトグラフィー

を行った。即ち予め酸及び塩基で充分洗浄したDowex　1×8をカラムに詰め0．1MNa2

B407で塩素イオンがほとんど陰性になるまで洗って樹脂をホウ酸塩型とした。水で過剰

のNa2B407を除去し，ついで展開に用いるNa2B407で洗浄した。ペーパークμマトグラ

フィーでスイートコーン血合中に存在するものあるいはその可能性のある糖類を標準試料

（sucrose，　ra缶nose，　maltose，　stachyose，　fructose，　glucose）として各々3mgを用いて展

開し，溶出位置を調べた。溶出液はアンスロン法で620nmで比色定量した。

　4　多糖類について

1）　ヨード呈色スペクトルの測定

　グリコーゲンは試料10mg％，12：20mg％，　KI：200mg％の条件で，澱粉は試料80mgを

2，5NNaOH水溶液2m1に溶解させ，一夜放置後水を加えて希釈し800Cで15分間加温後

100m1にした。これから10m1をとり水10m1を加えて2．5N｝ICIで中和後12：10mg％，

KI：100m　g％となるようにヨード液を加えて日立spectrophotometer　124で吸光度を測定

した。対照にはグリコーゲンは12：20mg％，　KI：200mg％，澱粉は12：10mg％，　KI：100

mg％の溶液を用いた。

2）　IRスペクトルは日立EPI－G21　spectrometer（KBr）で測定した。

3）NMRスペクトル
　常法8・9）にしたがって一夜反応させアセチル化を行いアセチル誘導体として日立spectro・

meter（60MHz）R－24でTMSを内部標準として重クロロホルム中で測定した。

実験結果及び考察

　図2から明らかなようにスイートコーン試料中の遊離糖はfructose，　glucose，　sucrose，

ra伍noseの4種類であった。　PPC上で観察されるスポットの大きさと色の濃さから判断し

て：量的に最も多いのはsucroseであり，91ucoseとfructoseはほぼ同量と思われる。Ra缶nose

は非常に少なくstachyoseは検出されなかった。スイートコーンの特徴である甘味に最も大き

く関与しているのはsucroseである。松下2）の報告によれば全生育期間中最も量的に多いの
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Fig．3．　Anion　Exchange　Column　Chromatography　of　Sugars　Colltailled　ill　Sweet

　　Corn　Kernels。
　　　Column：Dowex　1（borate　type＞，200－400　mesh，1cm×20cm
　　　Solvent　system：0．005－0．03　M　Na2B407，伽w　rate　lm1／min，10m1／fraction．

　　　Sample：Free　sugars　contained　in　sweet　corn　kernels．
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Fig．4．　Absorptioll　Spectra　of　Glucan－iodin

　　　eComplexes　of　Sweet　Corn　Polysac－

　　　charide；　1・starch，　2－phytoglycoge11

がglucoseであることから考えてこの実験に

用いたトウモロコシはゲントコーンかあるい

は他の品種ではないかと思われる。いずれの

品種であるにしても遊離糖の種類は松下2）の

結果と一致している。糖のイオン交換クロマ

トグラフィーの結果（図3）からPPCの結果

とよく一致し，量的に最も大きいのはsucrose

で以下fructose，　glucose，　ra伍noseの順であ

った。コーン試料！00g中量：は多い順か．ら

sucrose（3．860g），　fructose（0．8GO9），91換cose

（0．5359），ra伍nose（0．0259）であった。次

に多糖についての結果について考察する。従

来コーン種実中に存在する多糖の主成分は数

多い論文のなかで澱粉として扱われてきた。

普通グリコーゲンは動物あるいは微生物の貯

蔵多糖であって植物界には極めて稀な例であ

る。その化学構造はα’一1，4結合にα一1，6

の枝分れ結合を持って澱粉と基本構造は同一

であるがα一1，6の枝分れ結合が澱粉より多

いのが特徴である。したがって枝分れ結合の



建石・飯島：スイートコーン種実中の糖類に関する研究 49

為に冷水可溶であってこの点澱粉と異なる。12呈色度も澱粉と異なり澱粉よりかなり小さ

く12呈色スペクトル（図4）における吸収極大はアミロペクチンよりも更に短波長にある。

なおスイートコーンから調製したグリコーゲン及び澱粉を2．5％HC1水溶液中で加熱加水

分解後その分解物をPPC，　TLCで調べた結果glucoseのみが検出されその結果からも

homo－91ucanであることが支持され．た。　I　R，　NMRの結果は従来の多数の報告の結果と

よく一致した。

要 約

　青果としての収穫適期に収穫されたスイートコーンのゴールデンクロスバンタム種実中の

遊離糖類及び多糖類について調べ次の結果を得た。

1）　遊離糖類としてglucose，　fructose，　sucrose，　ra缶noseの存在が確認された。このうち

　主成分はsucroseで次いで多いのはfructose，　glucoseでra鉛110seは極微量であった。

2）多糖類として澱粉及びグリコーゲンが同定された。スイートコーン種実中の多糖の主成

　分はグリコーゲンであることがわかった。

　なお，本報告の概要は昭和46年日本食品工業学会大会（東京）及び日本農芸化学会中部支

部例会シンポジウム（津）で発表した。
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   Studies on Sugars in Sweet Corn (zea Mays L. Saccharata) Kernels

    (Part 1) Identification of Sugars contained in Sweet Corn Kernels

                  By Koichi TATEISHI, Takashi IIJIMA"

           Laboratory of Food Chemistry, Fac. Agric., Shinshu Univ.

                               Summary

   Golden Cross Bantam sweet corn grown in this experimental farm was harvested

at the best eatable stage, 20 days after silking. Sugars in corn kernels were inves-

tigated. The following results were obtainecl,

(1) Sweet corn kernels examined in this investigation contained sucrose as the

  major sugar, amounting to 73.9 % of total free sugars, 15.3% of fructose, lo.2

  %of glucose and small amount of raflinose. .
k2) In sweet corn kernels, phytoglycogen was dominant, occupying about 67.6 %

  of total a-glucan, and followed by starch.

"Iida Junior College


